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■まちづくり計画の定めるイメージ

■段階的なまちづくりのイメージ

復興計画に定めるもの

町外コミュニティの整備

帰還困難区域 居住制限区域 避難指示解除
準備区域

避難期の生活再建
●健康管理の強化と徹底健
●損害対策の充実損
●町民の“絆”の維持
●働く場の確保働
●仮設・借上げ住宅の環境改善仮
●伝統文化の復興　など伝

ふるさとの再生
●除染と放射線管理除
●インフラ復旧
●津波被災地の復興津
●働く場の確保働
●仮設・借上げ住宅の環境改善仮
●まちづくり計画の策定　など

体化体具体

ま
ち
づ
く
り
計
画
の

定
め
る
範
囲

復興拠点を足かがりに段階的に整備地域を拡大

〈浪江町全体の復興拠点〉
ふるさと再生の第一歩を踏み出す場所と
して、集中的に復旧・整備します。
当面は浪江町の一部地域ですが、全ての
町民を対象とした生活やなりわい、ふるさ
とを感じる場所として、浪江町全域の復興
のために重要な地域です。

〈復興拠点の中心〉
利便性を考慮し、生活に必
要な施設などを集約して整備
する地域です。当面は、国道
６号と浪江町役場周辺を中心
に位置付け、段階的に拡大し
ていきます。


